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心にのこる美のかたち ～絵画・工芸を中心に～
①「蒔絵秋草文銚子」　　　　　　当館蔵（池田コレクション）
②「雪中美人図」　宮川　長春　　当館蔵（池田コレクション）

彫刻作品との対話 ～石川県の作家を中心に～
③「うずくまる女」高田　博厚　　当館蔵

①

③
②
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２
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「
心
に
の
こ
る
美
の
か
た
ち
」

「
彫
刻
作
品
と
の
対
話
」

12
月
16
日（
金
）［
開
催
中
］
～
2
月
12
日（
日
）

「
心
に
の
こ
る
美
の
か
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
絵
画
・
工
芸
を
中
心
に
～
」

　

第
１
展
示
室
で
は
、
長
き
に
わ
た
り
人
々
の
心
に
の

こ
っ
て
き
た
美
の
か
た
ち
や
表
現
に
焦
点
を
あ
て
、
絵
画

と
工
芸
を
中
心
に
21
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
色
々
な
「
か
た
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

立
体
に
限
ら
ず
、
平
面
作
品
で
あ
っ
て
も
同
様
で
す
。
ま

た
、作
家
た
ち
の
表
現
の
「
か
た
ち
」
も
多
種
多
様
で
す
。

工
芸
で
は
用
の
美
に
装
飾
性
が
加
わ
っ
た
、
味
わ
い
の
あ

る
か
た
ち
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
絵
画

で
は
人
物
・
風
景
・
静
物
と
、
様
々
な
か
た
ち
の
モ
チ
ー

フ
が
作
家
独
自
の
表
現
で
描
か
れ
、
私
た
ち
を
魅
了
し
ま

す
。

　

本
展
を
と
お
し
て
、「
心
に
の
こ
る
美
の
か
た
ち
」
に
出

会
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

★
長
谷
川
信
春（
等
伯
）筆
「
陳
希
夷
睡
図
」
も
展
示
。

《
主
な
出
品
作
品
紹
介
》

◆
「
織
部
す
す
き
文
徳
利
」（
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
山
時
代（
17
世
紀
）

　

本
品
は
轆
轤
水
挽
き
で
形
成
さ
れ
た
織
部
焼
。

　

見
所
は
細
く
す
ぼ
ま
っ
た
頸
か
ら
胴
へ
の
曲
線
と
、
片

身
替
り
で
大
胆
に
掛
け
ら
れ
た
銅
緑
釉
の
な
だ
れ
が
、
味

わ
い
を
増
し
て
い

ま
す
。
胴
部
に
は

ス
ス
キ
と
松
が
伸

び
や
か
に
表
さ

れ
、
繊
細
さ
と
力

強
さ
を
兼
ね
備
え

た
優
品
で
す
。

◆
「
屋
根
」　

古
澤　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
９
９
年　

第
31
回
日
展

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
固
な
石
積
み
に
、
何
世
代
に
も
続
く

人
々
の
生
活
や
営
み
が
あ

り
ま
す
。
年
月
を
感
じ
る

不
規
則
な
古
き
屋
根
瓦

に
、
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ

…
。
長
き
時
を
経
た
建
物

と
、
現
代
の
生
活
が
共
存

し
て
い
る
の
で
す
。

　

墨
の
た
ら
し
込
み
に

よ
っ
て
、
風
化
し
た
屋
根

の
質
感
と
佇
ま
い
が
、
よ

り
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
彫
刻
作
品
と
の
対
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
石
川
県
の
作
家
を
中
心
に
～
」

　

一
言
で
彫
刻
作
品
と
い
っ
て
も
、
材
質
は
木
・
乾
漆
・

石
・
ブ
ロ
ン
ズ
・
石
膏
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
様
々
で
、
材
質
や
色

に
よ
っ
て
も
作
品
か
ら
受
け
る
印
象
は
異
な
り
ま
す
。
そ

れ
ら
は
作
家
た
ち
の
自
由
な
想
像
力
と
相
ま
っ
て
、
個
性

豊
か
な
作
品
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

七
尾
市
出
身
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
活
躍
し
た
高
田
博

厚
や
、
同
じ
く
七
尾
市
出
身
で
平
櫛
田
中
に
学
び
院
展
な

ど
で
活
躍
し
た
田
中
太
郎
な
ど
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家

た
ち
が
制
作
し
た
彫
刻
作
品
25
点
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

静
か
な
冬
の
展
示
室
…
彫
刻
作
品
と
対
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
「
母
子
群
像
」　

田
中　

太
郎

　
　

１
９
８
５
年　

第
81
回
太
平
洋
美
術
会
展
奨
励
賞

　

モ
デ
ル
は
作
者
の
夫
人
と
孫
た
ち
。
ふ
っ
く
ら
と
丸
み

を
帯
び
、ど
っ
し
り
と
し
た
安
定
感
の
あ
る
フ
ォ
ル
ム
は
、

母
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
包
み
、

そ
し
て
強
く
守
っ
て
く
れ
る
母
…
本
来
あ
る
べ
き
親
子
の

姿
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
な
お
、
本
作
品
は
、
師
で
あ
る

平
櫛
田
中
が
遺
し
た
原
木
か
ら
制
作
し
た
も
の
で
、「
師
に

恥
じ
ぬ
よ
う
に
」
と
い
う
作
者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

◇
共
通
観
覧
料 

平
成
29
年
1
月
4
日（
水
）～

　
　
　
　
　
　
4
月
16
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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「
ア
ニ
マ
ル
ズ
」  「
風
景
画
讃
歌｣

2
月
25
日（
土
）
～
4
月
16
日（
日
）

「
ア
ニ
マ
ル
ズ
　
～
ツ
ヨ
く
・
カ
ワ
イ
く
・
ウ
ツ
ク
し
く
～
」

　
「
動
物
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
第
１
に
「
植
物
と
と
も

に
生
物
界
を
構
成
す
る
２
大
要
素
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
こ
の
場
合
は
ム
シ
類
も
含
め
て
「
植
物
で
な
い
生
物

全
部
」
が
動
物
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
第
２
の
意
味
と
し

て
は
、「
人
間
以
外
の
ホ
ニ
ュ
ウ
類
・
鳥
類
・
ハ
チ
ュ
ウ
類
」

の
こ
と
。
つ
ま
り
、
お
お
よ
そ
「
動
物
園
」
に
い
る
動
物

た
ち
を
指
す
わ
け
で
す
。
や
は
り
「
動
物
」
と
聞
い
て
イ

メ
ー
ジ
が
し
っ
く
り
く
る
の
は
、
こ
ち
ら
の
方
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
現
在
、
こ
の
世
界
に
は
一
体
ど
れ
だ
け
の
動
物
た

ち
が
生
息
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
身
近
な
動
物
の
み
を
挙
げ
て
も
、
イ

ヌ
や
ネ
コ
・
ウ
マ
や
ウ
シ
、
そ
し
て
空
に
は
ス
ズ
メ
や
カ

ラ
ス
な
ど
、そ
れ
こ
そ
た
く
さ
ん
の
名
前
が
浮
か
ぶ
は
ず
。

　

動
物
た
ち
は
地
球
上
に
種
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、
長

い
時
間
を
か
け
て
独
自
の
進
化
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
生
態
・
環
境
に
順
応
し
つ
つ
姿
を
変
容
さ
せ
、

実
に
多
彩
な
姿
・
形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の

強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
勇
ま
し
い
姿
、
可
愛
さ
を
全
面
に

押
し
出
し
た
姿
、
相
手
の
目
を
釘
付
け
に
す
る
よ
う
な
美

し
い
姿
な
ど
ま
さ
に
千
差
万
別
で
す
。

　

そ
れ
ら
か
ら
私
た
ち
は
想
像
力
を
駆
使
し
て
、
あ
る
時

は
信
仰
や
畏
れ
の
対
象
、
ま
た
あ
る
時
は
様
々
な
現
象
の

象
徴
と
し
て
な
ど
、
空
想
上
の
動
物
た
ち
を
数
多
く
創
造

し
ま
し
た
。
東
洋
で
は
龍
や
麒
麟
・
鳳
凰
な
ど
、
ま
た
西

洋
で
は
ペ
ガ
サ
ス
や
ガ
ー
ゴ
イ
ル
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
な
ど

が
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

美
術
工
芸
品
に
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
彼

ら
。
本
展
で
は
動
物
た
ち
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
表
現
さ

れ
た
作
品
を
、
当
館
所
蔵
品
の
絵
画
や
彫
刻
・
工
芸
な
ど

を
と
お
し
て
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。

「
風
景
画
讃
歌
　
～W

hat a w
onderful scenery!

～
」

　

自
然
風
景
や
街
並
み
な
ど
、
屋
外
の
様
々
な
景
観
を
描

く
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
「
風
景
画
」。
そ
の
萌
芽
は

す
で
に
紀
元
前
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
絵

画
や
浮
き
彫
り
な
ど
の
背
景
に
み
ら
れ
ま
す
。

　

西
洋
で
は
時
代
が
下
っ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
期
、「
空
気
遠
近

法
」
や
「
線
遠
近
法
」
の
発
見
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
宗
教

画
や
神
話
画
な
ど
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
風
景
」
が
次

第
に
「
風
景
画
」
と
し
て
独
立
し
て
い
き
ま
す
。
17
世
紀

頃
に
は
身
近
な
風
景
を
描
い
た
絵
画
が
人
気
を
博
し
、
そ

れ
を
専
門
と
す
る
画
家
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
風
景
画
が
全
盛
期
を
迎
え
る
の
は
19
世
紀
、「
写

実
」
へ
の
追
究
に
伴
う
諸
流
派
の
活
動
を
経
て
「
印
象
主

義
」
が
成
立
す
る
頃
。
風
景
画
は
静
物
画
や
人
物
画
と
並

ぶ
最
も
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル
と
な
り
、
画
家
た
ち
は
そ
れ
ま

で
の
ア
ト
リ
エ
内
で
の
制
作
の
み
な
ら
ず
、
外
に
出
て
風

景
を
直
視
し
つ
つ
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
東
洋
で
は
風
景
画
の
登
場
は
ず
い
ぶ
ん
早
く
３

～
４
世
紀
頃
、
六
朝
時
代
の
中
国
で
す
で
に
「
山
水
画
」

と
し
て
、
風
景
を
主
体
と
す
る
絵
画
が
描
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
士
大
夫
や
禅
僧
と
い
っ
た
知
識
層
な
ど
に

重
視
さ
れ
、
幾
多
の
時
代
を
経
つ
つ
も
常
に
絵
画
の
１

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
続
け
ま
す
。

　

ま
た
日
本
に
つ
い
て
は
、
山
水
画
は
隋
唐
時
代
頃
の
中

国
よ
り
伝
わ
っ
た
よ
う
で
、
奈
良
時
代
の
正
倉
院
御
物
な

ど
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
や
ま
と
絵
の
主
要

画
題
と
も
な
り
、
中
国
と
同
様
に
絵
画
の
一
翼
を
形
成
し

ま
し
た
。
明
治
時
代
以
降
に
は
西
洋
画
の
表
現
・
技
法
な

ど
も
大
き
く
取
り
入
れ
つ
つ
、
多
彩
な
展
開
を
み
せ
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

風
景
画
は
実
際
の
風
景
と
は
ま
た
異
な
っ
た
魅
力
を
持

ち
、
観
る
者
の
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は

実
景
が
い
わ
ば
「
み
た
ま
ま
の
風
景
」
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
風
景
画
は
制
作
者
の
「
魂
」
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
共
感
を
覚
え
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
展
で
は
当
館
所
蔵
品
よ
り
絵
画
を
中
心
に
、
各
種
の

風
景
画
を
紹
介
。
長
谷
川
信
春（
等
伯
）筆
「
山
水
図
」
も

特
別
展
示
予
定
で
す
。

◇
共
通
観
覧
料 

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「猛虎図」大橋翠石
（池田コレクション）

「夜明け」　曲子明良

「ベニス運河Ⅱ」荒牧弘志

「兎」吉田雪山

「
赤
楽
馬
文
茶
碗
」
樂　

弘
入

　
　
　
（
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
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ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
報
告

　

11
月
３
日（
木
・
祝
）に
始
ま
っ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
。
小
丸

山
認
定
子
ど
も
園
年
長
さ
ん
の
「
御
祓
太
鼓
」
と
東
雲
高
校

美
術
部
の
生
徒
さ
ん
が
、
開
会
式
に
華
を
そ
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
回
は
イ
タ
リ
ア
で
の
開
催
50
回
目
と
な
る
記
念

の
年
。
当
館
で
の
開
催
も
19
回
目
を
数
え
、「
秋
に
は
七
尾
で

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
が
定
着
し

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
毎
年

開
催
の
絵
本
作
り
に
加
え

て
、
お
は
な
し
劇
場
は
８
回

目
、
紙
芝
居
は
６
回
目
の
開

催
で
し
た
。
入
選
作
家
の
た

け
う
ち
ち
ひ
ろ
さ
ん
を
お

招
き
し
た
、
切
り
紙
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
大
盛
況
。
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
第
73
回
北
國
写
真
展
　
七
尾
展

　
　
　

１
月
13
日（
金
）
～
15
日（
日
）

　
　
　

初
日
は
午
前
９
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で

　

第
73
回
目
の
七
尾
展
を
迎
え
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
一
枚
一
枚
各
々
個
性
あ
る
発
想
で
一
瞬
を
納
め
た
も

の
で
見
応
え
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
、
今
か
ら
わ
く
わ
く
し

て
待
っ
て
い
ま
す
。「
乞
う
ご
期
待
」。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
、
北
國
新
聞
社
、
富
山
新
聞
社
、

　
　
　
　

福
井
新
聞
社

連
絡
先　

宮
﨑　

功

　
　
　
　

☎
０
９
０
―
４
３
２
０
―
２
１
７
８

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　
第
12
回
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
会

	

２
月
９
日（
木
）　

開
演　

午
後
７
時

特
別
講
演
『
逆
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
メ
ン
タ
ル

　
　
　
　
　

 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
―
耐
え
て
乗
り
越
え
立
ち
直
る
―
』

講
師　

石
村
宇
佐
一
教
授

　
　
　
（
金
沢
学
院
大
学
人
間
健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

主　

催　

公
益
社
団
法
人
七
尾
市
体
育
協
会

　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
七
尾
市
医
師
会

連
絡
先　

公
益
社
団
法
人
七
尾
市
体
育
協
会

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
54
）０
０
０
３

　
　
第
11
回
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

	

２
月
26
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

バ
ロ
ッ
ク
～
古
典
派
～
ロ
マ
ン
派
～
近
現
代
。
音
楽
の

時
代
ご
と
に
演
奏
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
演
奏
あ
り
合
奏
あ
り

歌
も
あ
り
。
幼
児
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん
ま
で

み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
門
下
生
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
♪

主　

催　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
ピ
ア
ノ
＆
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

連
絡
先　

藤
井　

☎
０
９
０
―
８
２
６
９
―
８
１
３
６

　
　
お
た
の
し
み
発
表
会

　
　
　

３
月
４
日（
土
）　

開
演　

午
前
９
時
30
分

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
仲
間
が
、
友
達
と
生
活
・
遊
び
・

学
習
を
共
に
す
る
中
で
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
支
え
合
い

な
が
ら
、
一
緒
に
し
よ
う
ね
を
合
言
葉
に
練
習
を
し
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
が
見
て
下
さ
い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

主　

催　

小
丸
山
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
第
一
・
第
二
）

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
52
）３
７
１
０

　
第
１
９
３
回（
合
同
）例
会
パ
ン
ト
マ
イ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
チ
カ
パ
ン
の
大
道
芸
」

	

３
月
12
日（
日
）　

開
演　

午
後
７
時

　

ハ
ン
ガ
ー
に
か
か
る
色
々
な
帽
子
。
関
取
、
バ
ニ
ー
、

謎
の
チ
ャ
イ
ナ
帽
。
ど
れ
も
こ
れ
も
ろ
く
な
こ
と
に
な

り
ゃ
し
な
い
。
お
客
さ
ん
を
巻
き
込
ん
で
大
道
芸
の
旅
に

出
ま
す
。
笑
い
あ
ふ
れ
る
時
間
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

（
当
日
入
会
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
）

主　

催　

七
尾
子
ど
も
劇
場

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
52
）０
８
２
１

　「
春
よ
こ
い
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

	

３
月
25
日（
土
）　

開
演　

午
後
６
時
30
分

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
10
年
、
全
国
か
ら
支
援
を
頂
き
復

興
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
も
全
国
的
に
多
く
の
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
平
穏
に
暮
ら
せ
る
事
に
感
謝
し
、
美
し

い
こ
の
故
郷
を
大
切
に
す
る
思
い
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。

入
場
料　

３
０
０
０
円
以
内

主　

催　
「
春
よ
こ
い
」
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
53
）０
９
０
７

11/13（日）おはなし劇場 土日開催　かんたん絵本を作ろうよ！

11/27（日）切り紙でポップアップ！ 11/20（日）「のまりん」の紙芝居劇場 開会式　小丸山認定こども園「御祓太鼓」

会
員
限
定

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
旅
行
報
告

　

当
館
の
監
視
を
お
願
い
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
対
象
に
毎
年
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
７
月
４
日 

（
月
）
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
15
名

と
職
員
３
名
で
富
山
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
に
、
富

山
市
科
学
博
物
館
へ
。
入
口
で
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
♪
１
階
展
示
室
奥
の
、
セ
ン
サ
ー
で
動

く
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
は
迫
力
満
点
！
ま
る
で
生
き
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
２
階
へ
行
く
と
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス

ト
が
で
き
る
様
子
や
強
風
体
験
が
で
き
る
部
屋
が
あ
り
、

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
そ
う
に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
次
に
訪
れ
た
の
は
富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
で

す
。
現
代
ガ
ラ
ス
美
術
の
巨
匠
デ
イ
ル
・
チ
フ
ー
リ
氏
の

作
品
を
観
て
「
素
敵
や
ね
～
」「
綺
麗
や
ね
～
」
皆
さ
ん

作
品
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
、無
事
研
修
旅
行
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

美
術
館
の
応
援
団
！　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集
♪

　

現
在
42
名
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
無
理
な
く
活
動
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
お
客
様
が
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
目
配

り
し
て
い
た
だ
き
、
時
に
は
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
声
掛

け
な
ど
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
興
味
・
関
心
の

あ
る
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

場
所　

七
尾
美
術
館
展
示
室
内

　

時
間　

９
時
～
13
時
、
13
時
～
17
時
（
半
日
交
替
）

 　

今
回
の
旅
は
10
月
19
日
（
木
）
に
実
施
し
15
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
見
学
先
は
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
長
野
県
・
上

田
城
。
ま
ず
大
河
ド
ラ
マ
館
を
見
学
。
出
城
・
真
田
丸
の

大
セ
ッ
ト
や
鎧
兜
、
俳
優
陣
の
衣
裳
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
時
代
考
査
の
う
え
再
現
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
テ
レ

ビ
美
術
の
完
成
度
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

次
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
上
田
城
内
を
見

学
。
西
櫓
前
か
ら
市
街
を
見
下
ろ
す
と
、
当
時
、
御
家
存

続
に
命
を
懸
け
た
真
田
一
族
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き

そ
う
で
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
松
代
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案

内
で
松
代
城
址
を
見
学
。
戦
国
時
代
に
武
田
軍
の
拠
点
と

し
て
築
城
さ
れ
て
以
降
、
近
代
ま
で
の
変
遷
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
真
田
宝
物
館
で
は
江
戸
時
代
の
松
代
藩
主
・
真

田
家
の
武
具
、
調
度
品
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
見
学
先
で
あ
る
水
野
美
術
館
で
は
水
野
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
観
覧
。
担
当
学
芸
員
か
ら
展
示
作
品
に
深
く
興

味
が
持
て
る
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
な
か
で
も
参
加
者
の

横
山
大
観
の
出
世
作
「
無
我
」
へ
の
注
目
度
は
高
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。「
無
我
」
は
他
施
設
所
蔵
も
含
め
３
作
品

が
存
在
し
ま
す
が
、
学
芸
員
か
ら
の
魅
力
的
な
解
説
も
あ

り
、
水
野
美
術
館
の
作
品
が一番
ひ
い
き
に
な
り
ま
し
た
！

　

今
回
の
旅
は
歴
史
め
ぐ

り
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き

く
、
水
野
美
術
館
で
の
滞

在
時
間
が
短
か
っ
た
と
参

加
者
の
声
が
多
く
あ
り
反

省
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
無
事
に
旅
行
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
（
日
）、
25
日
（
日
）、
10
月
24
日
（
月
）
に

わ
た
り
開
催
。
参
加
者
は
４
人
。
最
初
は
、
緊
張
し
た
面

持
ち
の
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
講
師
の
七
尾
市
在
住
の
農
民

版
画
家
・
鈴
木
敏
治
先
生
の
温
厚
な
人
柄
で
、
す
ぐ
に
気

持
ち
が
ほ
ぐ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

１
日
目
は
、
先
生
が
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
資
料
や

原
版
、
作
品
を
も
と
に
先
生
と
版
画
と
の
出
逢
い
か
ら
制

作
の
流
れ
な
ど
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。次
に
落
款
印
作
り
。

最
初
は
躊
躇
し
ま
し
た
が
２
、３
回
彫
刻
刀
を
前
に
進
め

る
と
す
ぐ
彫
る
事
に
集
中
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素
敵
な
仕

上
が
り
で
自
信
が
持
て
た
よ
う
で
す
。

　

２
日
目
は
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ふ
る
里
」
の
下
絵
を
持

ち
寄
り
先
生
に
み
て
貰
い
ま
し
た
。
仕
上
が
り
の
決
め
手

と
な
る
下
絵
は
重
要
と
い
う
こ
と
で
、
構
図
や
細
部
の
省

略
な
ど
手
直
し
を
し
て
、
い
よ
い
よ
彫
り
始
め
ま
す
。
先

生
か
ら
の
「
上
手
く
彫
ろ
う
と
は
思
わ
ず
、
楽
し
み
な
が

ら
彫
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉
で
、
皆
さ
ん
彫
り
に
没

頭
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
い
よ
い
よ
先
生
御
用
達
の
和
紙
で
摺
り
ま

す
。
刷
毛
で
の
墨
つ
け
が
ま
ば
ら
だ
と
バ
レ
ン
で
力
強
く

摺
っ
て
も
線
が
出
ず
、つ
け
す
ぎ
る
と
輪
郭
が
滲
む
な
ど
、

摺
り
の
難
し
さ
に
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。最
後
は
合
評
会
。

皆
さ
ん
の
素
敵
な
仕
上
が
り
に
、
先
生
も
喜
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

当
初
は
２
回
の
講
座
で
し
た

が
、
先
生
の
お
計
ら
い
で
３
回

に
し
て
い
た
だ
き
作
品
を
仕
上

げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
は
欠
席
す
る
こ

と
な
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、
有

意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

完
成
作
品
は
２
月
12
日（
日
）

ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

富山市科学博物館にて集合写真

天井に散りばめられた
デイル・チフーリ氏の作品

長野・松代城址にて

第
17
回		

友
の
会
鑑
賞
の
旅	

実
施
報
告

友
の
会
美
術
講
座
「
木
版
画
教
室

～
ふ
る
里
を
彫
る
～
」
実
施
報
告



62017. 冬

「
長
谷
川
等
伯
展
」
記
念
講
演
会
報
告

「
等
伯
一
門	

～
無
分
か
ら
等
伯
、

そ
し
て
等
誉
ま
で
～
」

　
　
　

講
師　

北	
春
千
代	

氏

　
　
　
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
主
幹
）

【
等
伯
「
誕
生
」
の
背
景
】

　

中
世
の
能
登
国
は
能
登
畠
山
氏
に
よ
っ
て
統

治
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
七
尾
は
そ
の
中
心
地
と

し
て
府
中
に
は
守
護
館
が
置
か
れ
、
城
山
の
地

に
居
城
の
七
尾
城
が
築
か
れ
ま
す
。
七
代
目
当

主
・
義
総
の
頃
に
全
盛
期
を
迎
え
、「
能
登
畠
山

文
化
」
が
開
花
し
ま
し
た
。
義
総
は
文
芸
を
好

み
、
多
く
の
公
家
や
連
歌
師
た
ち
が
能
登
を
訪

れ
て
い
ま
す
。当
時
の
七
尾
は
北
陸
有
数
の「
文

化
都
市
」
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

等
伯
が
生
ま
れ
た
天
文
８
年（
１
５
３
９
）頃

は
ま
さ
に
義
総
の
晩
年
期
で
、「
畠
山
文
化
」
の

中
で
幼
少
期
を
す
ご
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。『
等

伯
画
説
』（
京
都
市
・
本
法
寺
蔵
）に
は
能
登
畠

山
氏
が
「
黙
庵
筆
の
猿
猴
図
四
幅
一
対
」
を
所

持
し
て
い
た
、
ま
た
能
登
の
曹
洞
宗
大
本
山
・

總
持
寺
に
は「
雪
舟
筆
の
十
六
羅
漢
図
」や「
韓

翰
筆
の
馬
図
四
幅
一
対
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た

旨
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
等
伯
は
実

際
に
そ
れ
ら
を
観
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
名
画
鑑
賞
な
ど
の
機
会
に
恵
ま
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
等
伯
は
自
ら
の
画
技
を
高

め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
当
時
の

能
登
に
は
、
等
伯
を
絵
師
と
し
て
育
む
豊
か
な

文
化
的
土
壌
が
整
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

【
長
谷
川
等
伯
の
生
涯
】

　

等
伯
が
生
ま
れ
た
の
は
今
か
ら
ざ
っ
と

４
７
０
年
ほ
ど
前
で
す
。
父
は
能
登
畠
山
氏
家

臣
と
さ
れ
る
奥
村
文
之
丞
宗
道
で
、
幼
少
時
に

染
物
屋
の
長
谷
川
家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

名
は
又
四
郎
・
帯
刀
で
、号
と
し
て
は
主
に
「
信

春
」
を
用
い
て
い
ま
す
。
等
伯
が
絵
師
と
し
て

活
動
を
始
め
た
の
は
大
体
20
歳
頃
と
さ
れ
、
永

禄
７
年
・
26
歳
制
作
の
作
品
が
目
立
ち
ま
す
の

で
、
そ
の
頃
に
は
す
で
に
有
力
な
絵
仏
師
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　

や
が
て
30
歳
す
ぎ
頃
に
京
都
へ
移
住
。
そ
の

後
し
ば
ら
く
足
ど
り
は
途
絶
え
、
再
度
表
舞
台

に
登
場
し
て
く
る
の
が
記
録
上
で
は
天
正
11
年

（
１
５
８
３
）45
歳
の
時
で
、
大
徳
寺
の
塔
頭
・

総
見
院
の
襖
絵
を
描
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
作
品
で
活
動
が
確
認
で
き
る
の
は
天
正
17

年
・
51
歳
時
に
描
い
た
大
徳
寺
三
門
楼
上
天
井

画
・
柱
絵
で
す
ね
。
そ
の
間
等
伯
が
何
を
し
て

い
た
か
で
す
が
、「
狩
野
派
」へ
入
門
し
て
い
た
、

も
し
く
は
和
泉
国（
大
阪
府
）堺
に
居
住
し
て
い

た
な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
等
伯
が
京
都
画
壇
で
存
分
に
偉
才
を

発
揮
し
た
時
期
と
さ
れ
る
の
が
50
歳
代
で
、
す

で
に
「
信
春
」
か
ら
「
等
伯
」
へ
名
を
改
め
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
の
舞
台
を
大

徳
寺
に
し
た
こ
と
は
様
々
な
面
で
プ
ラ
ス
に
な

り
ま
し
た
。
中
で
も
中
国
南
宋
の
画
家
・
牧
谿

筆
「
観
音
・
猿
猴
・
竹
鶴
図
」
を
鑑
賞
す
る
機

会
を
得
た
と
さ
れ
る
の
は
重
要
で
す
。
同
図
は

墨
の
調
子
の
微
妙
な
変
化
に
よ
っ
て
光
・
湿
潤

な
大
気
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
中
国
水
墨
画
の
極
致
と
い
え
、
等
伯
に
絶
大

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
牧
谿
筆
「
猿
猴
図
」
に
は
母
子
の
猿
の

み
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
等
伯
筆
「
竹
林
猿

猴
図
屏
風
」（
京
都
市
・
相
国
寺
蔵
）に
は
父
猿

が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
父
猿
に
つ
い
て

は
等
伯
28
歳
筆
の
「
三
十
番
神
図
」（
高
岡
市
・

大
法
寺
蔵
）内
に
同
じ
ポ
ー
ズ
の
猿
が
描
か
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
転
用
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
す
る
と
等
伯
は
、
大
徳
寺
に
出
入
り
す
る

以
前
よ
り
す
で
に
「
牧
谿
様
の
猿
」
を
知
っ
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
等
伯
が
画
壇
の
頂
点
に
た
っ
た
記
念
碑

的
作
品
が
54
歳
頃
制
作
の
、
天
下
人
・
豊
臣
秀

吉
が
嫡
子
・
鶴
松
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
創
建

し
た
祥
雲
寺
の
障
壁
画（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）

で
す
。
そ
れ
ら
は
「
大
画
様
式
」
の
金
碧
障
壁

画
で
、
金
地
に
色
彩
が
乱
舞
し
巨
大
な
樹
木
に

草
花
を
所
せ
ま
し
と
描
き
、
装
飾
性
に
富
む
構

成
は
見
事
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
そ
の
直
後
、
等
伯
を
大
き
な
試
練
が

襲
い
ま
し
た
。
長
男
・
久
蔵
が
僅
か
26
歳
で
没

し
た
の
で
す
。
久
蔵
は
祥
雲
寺
の
画
事
で
も
父

に
負
け
な
い
力
量
を
発
揮
、
等
伯
と
し
て
も
そ

の
成
長
を
大
い
に
期
待
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ

だ
け
に
等
伯
は
深
く
悲
し
み
、そ
れ
が
か
の「
松

林
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）を
生
み
出

す
契
機
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
松
林
図
屏
風
」
に
は
霧
や
霞
な
の
か
、
朝

の
し
っ
と
り
と
し
た
大
気
が
光
と
混
じ
り
あ
っ

て
作
り
出
さ
れ
た
無
限
の
空
間
に
、
４
つ
ほ
ど

の
松
林
の
グ
ル
ー
プ
が
配
置
さ
れ
、
墨
の
濃
淡

と
筆
の
タ
ッ
チ
で
霧
に
包
ま
れ
た
静
か
な
情
景

が
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
故
郷
・
能
登
半

島
の
浜
辺
の
松
林
を
想
起
さ
せ
、
あ
る
い
は
等

伯
の
心
象
風
景
が
表
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
旧
土
佐
藩
士
の
福
岡
孝
弟
の
所
蔵
で
あ

り
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
不
明
で
す
が
、
も
し

か
す
る
と
等
伯
が
土
佐
藩
主
・
山
内
家
に
出
入

り
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

晩
年
は
禅
宗
寺
院
が
活
躍
の
中
心
で
、
こ
の

頃
の
画
風
は
画
面
に
占
め
る
人
物
の
比
率
が
大

き
く
な
り
、
輪
郭
や
衣
の
描
線
が
少
な
い
梁
楷

様
の
減
筆
体
で
描
か
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
最

晩
年
に
至
る
ま
で
制
作
を
続
け
た
よ
う
で
、
中

で
も
70
歳
制
作
の
「
弁
慶
・
昌
俊
相
騎
図
大
絵

馬
」（
京
都
市
・
北
野
天
満
宮
蔵
）は
老
い
を
感

じ
さ
せ
な
い
迫
力
で
驚
か
さ
れ
ま
す
ね
。な
お
、

慶
長
12
年
に
豊
臣
秀
頼
が
北
野
社
を
大
改
修
し

て
お
り
、
同
絵
馬
は
そ
の
際
に
豊
臣
家
か
ら
の

依
頼
に
よ
り
描
か
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

等
伯
が
没
し
た
の
は
そ
の
２
年
後
、
慶
長
15
年

（
１
６
１
０
）72
歳
の
こ
と
で
し
た
。

【
能
登
の
「
長
谷
川
派
」
絵
師
た
ち
】

　

①
無
分（
生
没
年
不
詳
）

　
『
等
伯
画
説
』
の
他
に
は
一
切
記
録
の
な
い

謎
の
絵
師
で
、
等
伯
養
祖
父
と
も
い
わ
れ
ま
す

が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
作
品
も
長
谷
川
家
菩

提
寺
の
七
尾
市
・
長
壽
寺
が
所
蔵
す
る
「
仏
涅

槃
図
」
１
点
の
み
で
す
。
し
か
し
同
図
が
優
れ

た
画
風
で
、
し
か
も
後
に
続
く
一
連
の
「
長
谷

川
派
」
絵
師
が
、
構
図
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。つ
ま
り
同
図
は「
長

谷
川
派
仏
涅
槃
図
」
の
「
原
点
」
と
い
え
、
そ

こ
か
ら
は
無
分
が
「
長
谷
川
派
」
の
祖
で
あ
っ

た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
ん
で
す
ね
。

　

②
長
谷
川
宗
清（
道
浄
）（
１
５
０
７
？
～
71
）

　

等
伯
養
父
。
七
尾
城
下
に
て
染
物
屋
と
絵
仏

師
を
営
み
、法
号
お
よ
び
画
号
と
し
て
「
道
浄
」

と
い
う
別
名
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
存

す
る
作
品
は
い
ず
れ
も
緻
密
な
筆
致
と
彩
色
が

特
徴
で
、
特
に
過
剰
な
ま
で
に
文
様
を
描
き
込

む
の
は
い
か
に
も
染
物
職
人
ら
し
い
と
も
い
え
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ま
す
。
等
伯
の
印
章
が
一
緒
に
捺
さ
れ
た
共
同

制
作
を
思
わ
せ
る
作
品
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
父
子
と
も
ど
も
制
作
活
動
に
励
ん
で
い

た
の
で
し
ょ
う
。
元
亀
２
年（
１
５
７
１
）に
65

歳
で
没
し
た
と
さ
れ
、
等
伯
京
都
移
住
の
一
因

に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

③
長
谷
川
等
誉（
？
～
１
６
３
６
）

　

長
壽
寺
過
去
帖
に
記
載
さ
れ
る
「
絵
師
で
寛

永
13
年（
１
６
３
６
）正
月
26
日
に
没
し
た
こ

と
」
以
外
に
全
く
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し

現
存
作
品
が
ほ
と
ん
ど
仏
画
で
能
登
地
域
に
伝

来
し
て
お
り
、か
つ
「
仏
涅
槃
図
」
な
ど
は
「
長

谷
川
派
」
の
構
図
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
能
登
で
等
伯
を
継
承
し
た
一
門
の
絵

仏
師
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
で
す
。
そ
し

て
活
動
期
も
桃
山
時
代
～
江
戸
時
代
初
め
頃
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
等
伯
に
極
め
て
近
い
存
在

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
等
伯
の
子
供
・
弟
子
た
ち
】

　

①
長
谷
川
久
蔵（
１
５
６
８
～
93
）

　

等
伯
30
歳
時
の
子
で
母
は
等
伯
の
先
妻
・
妙

浄
と
さ
れ
ま
す
。等
伯
京
都
移
住
の
際
は
同
行
、

早
く
か
ら
画
才
を
発
揮
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

は
文
禄
元
年（
１
５
９
２
）、
26
歳
時
の
「
祥
雲

寺
障
壁
画
」
制
作
に
父
の
片
腕
と
し
て
参
加
、

叙
情
性
あ
ふ
れ
る
「
桜
図
」
を
描
い
た
こ
と
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。
等
伯
は
自
分
の
後
継
者
と

し
て
大
き
な
期
待
を
掛
け
た
と
思
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
久
蔵
は
「
桜
図
」
を
描
い
て
間
も

な
く
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

②
長
谷
川
宗
宅（
？
～
１
６
１
１
）

　

等
伯
の
二
男
で
母
は
久
蔵
と
同
じ
く
妙
浄
。

等
後
と
い
う
別
名
を
持
ち
ま
す
。
宗
宅
で
重
要

な
点
は
慶
長
15
年（
１
６
１
０
）、
等
伯
が
没
し

て
間
も
な
く
朝
廷
よ
り
「
法
橋
」
に
叙
せ
ら
れ

た
こ
と
で
、
そ
れ
は
「
長
谷
川
派
」
を
正
式
に

継
承
し
た
証
と
い
え
ま
す
。
現
存
作
品
を
み
る

と
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
こ
な
し
て
お
り
、

等
伯
を
継
ぐ
だ
け
の
力
量
を
十
分
に
持
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
翌
年
、
宗
宅
は

あ
っ
け
な
く
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
死
が

「
長
谷
川
派
」
の
没
落
を
早
め
た
大
き
な
要
因

と
な
っ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

③
長
谷
川
宗
也（
１
５
９
０
～
１
６
６
７
）

　

等
伯
の
三
男
で
52
歳
時
の
子
。
別
名
は
新
之

丞
で
母
は
後
妻
の
妙
清
と
い
わ
れ
ま
す
。
等
伯

が
没
し
た
慶
長
15
年（
１
６
１
０
）段
階
で
は
宗

也
は
21
歳
。
さ
ら
に
翌
年
の
兄
・
宗
宅
の
死
に

伴
い
「
長
谷
川
派
」
を
継
承
す
る
立
場
に
な
り
、

必
死
で
一
門
を
支
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
四
男
の
左
近
と
は
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
宗
也
は
絵
屋
を
営
む
と

い
う
道
を
選
択
し
、
そ
の
後
家
系
は
京
都
で
続

い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宗
也
が
没
し
た

の
は
寛
文
７
年（
１
６
６
７
）、
78
歳
の
こ
と
。

兄
た
ち
よ
り
は
長
命
を
保
ち
ま
し
た
。

　

④
長
谷
川
左
近（
１
５
９
３
～
？
）

　

等
伯
の
四
男
で
母
は
後
妻
の
妙
清
。
別
名
は

等
重
で
す
。
兄
宗
也
の
３
歳
年
下
で
、
等
伯
が

没
し
た
慶
長
15
年
段
階
で
は
18
歳
。
没
年
は
不

明
で
す
が
現
存
作
品
の
銘
に
よ
り
、
少
な
く
と

も
38
歳
ま
で
は
存
命
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
左

近
は
「
雪
舟
六
代
」
を
宣
言
し
た
こ
と
が
目
を

ひ
き
ま
す
。
一
門
と
し
て
の
強
い
意
志
が
感
じ

ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
兄
の
宗
也
を
無
視

す
る
行
為
で
あ
り
不
可
思
議
で
す
。
ち
な
み
に

左
近
に
は
等
伯
を
思
わ
せ
る
画
風
の
作
品
と
と

も
に
、
宗
達
風
の
作
品
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

⑥
長
谷
川
等
胤（
生
没
年
不
詳
）

　

主
に
東
日
本
を
拠
点
に
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
慶
長
11
年（
１
６
０
６
）に
下
総
国（
千
葉

県
）香
取
神
社
の
彩
色
の
た
め
に
弟
子
３
人
を

連
れ
て
赴
き
、ま
た
元
和
６
～
８
年（
１
６
２
０

～
22
）に
は
仙
台
市
・
瑞
巌
寺
の
障
壁
画
制
作

を
手
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
縁
で
し
ょ
う
か

仙
台
藩
主
・
伊
達
正
宗
に
厚
遇
さ
れ
た
よ
う
で
、

連
歌
会
な
ど
に
も
出
席
し
て
い
ま
す
。

　

⑦
長
谷
川
等
言（
生
没
年
不
詳
）

　

別
名
は
等
権
で
、
江
戸
時
代
初
期
の
元
和
・

寛
永
年
間（
１
６
１
５
～
44
）頃
に
活
躍
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
等
言
筆
「
仏

涅
槃
図
」（
東
京
都
・
養
玉
院
蔵
）に
徳
川
幕
府

の
実
力
者
・
南
光
坊
天
海
が
賛
を
入
れ
て
い
る

こ
と
で
、
等
言
が
幕
府
内
に
有
力
な
「
つ
て
」

を
持
っ
て
い
た
表
れ
と
い
え
ま
す
。

　

⑧
長
谷
川
宗
圜（
１
５
８
９
～
？
）

　

天
正
17
年（
１
５
８
９
）生
ま
れ
。
名
は
左

近
、
輝
敏
で
等
雪
と
号
し
ま
し
た
。
土
佐
藩
山

内
氏
の
御
用
を
勤
め
た
と
さ
れ
、
慶
長
16
年

（
１
６
１
１
）に
は
23
歳
で
「
高
知
城
三
之
丸
御

殿
障
壁
画
」制
作
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

28
歳
で
高
知
県
・
真
念
寺
蔵
の
「
弘
法
大
師
行

状
図
画
」
を
描
い
て
お
り
、
ど
う
も
土
佐
に
ゆ

か
り
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

⑨
長
谷
川
甚
丞（
生
没
年
不
詳
）

　

京
都
市
・
清
水
寺
に
甚
丞
筆
で
寛
永
15
年

（
１
６
３
８
）銘
が
記
さ
れ
る
「
牛
若
丸
僧
正
坊

図
絵
馬
」
が
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
年

間
頃
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
等
伯
と
時
期
を
近
く
す
る「
長
谷
川
派
」

一
門
の
ひ
と
り
な
の
で
し
ょ
う
。

　

⑩
長
谷
川
主
殿（
生
没
年
不
詳
）

　

現
存
作
品
よ
り
江
戸
時
代
初
期
の
元
和
・
寛

永
年
間
頃
に
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
作

品
か
ら
は
室
町
時
代
の
水
墨
花
鳥
図
や
「
曾
我

派
」
の
影
響
が
み
ら
れ
、
そ
の
辺
り
を
よ
く
学

ん
だ
絵
師
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

【
そ
の
後
の
「
長
谷
川
派
」】

　

①
宗
也
系
・
京
都
の
「
長
谷
川
派
」

　

等
伯
三
男
・
宗
也
は
京
都
で
絵
屋
を
経
営
し
、

そ
の
系
譜
は
江
戸
時
代
を
つ
う
じ
て
継
承
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
絵
師
た
ち
は
等
伯
に
な
ら
っ

て
代
々
「
雪
舟
○
代
」
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

主
な
面
々
を
挙
げ
る
と
、
八
代
が
八
坂
神
社
や

伏
見
稲
荷
神
社
に
絵
馬
を
残
す
宗
清
、
十
一
代

が
「
仏
画
名
人
」
と
称
さ
れ
た
等
鶴
、
十
二
代

が
越
中
国（
富
山
県
）出
身
の
等
叔
な
ど
で
す
。

現
存
作
品
か
ら
は
、
一
門
が
主
に
仏
画
を
手
掛

け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

画
系
は
明
治
時
代
以
降
も
続
き
、「
長
谷
川
派
」

の
中
で
は
唯
一
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

②
等
憶
系
・
江
戸
の
「
長
谷
川
派
」

　

も
う
ひ
と
つ
の
系
譜
が
、
江
戸
の
等
憶
系
で

す
。
等
憶
は
等
伯
の
娘
婿
・
長
谷
川
等
秀
の
子
。

そ
の
等
憶
が
宗
伯
信
近
を
養
子
と
し
て
江
戸
で

続
く
の
が
「
江
戸
の
長
谷
川
派
」
で
す
。
し
か

し
、
等
憶
が
家
宝
の
雪
舟
筆
「
山
水
長
巻
」
を

手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る

く
ら
い
で
す
の
で
、
相
当
に
難
儀
し
た
よ
う
で

す
ね
。
絵
師
と
し
て
は
信
吉
と
い
う
別
名
を
持

ち
信
濃
国（
長
野
県
）に
足
跡
を
残
す
等
栄
、「
雪

舟
十
三
世
」
を
称
し
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
に

活
躍
し
た
宗
伯
な
ど
が
い
ま
す
。

※
本
文
は
平
成
28
年
４
月
29
日
に
行
わ
れ
た
「
長

谷
川
等
伯
展
」
記
念
講
演
会
の
内
容
を
、
当

館
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。



855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
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TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp
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2017

1
January

◆
1
月
～
3
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆　

※
■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

2
February

3
March

◎次号・第89号（春号）は４月１日発行予定です。

●飛行機…のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分　●車…「のと里山海道」徳田大津JCTから

約15分又は「能越自動車道」七尾城山IC又は七尾ICから約10分　●タクシー…JR七尾駅から約５分　

●徒歩…JR七尾駅から約20分　●市内循環バス「まりん号」…JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七

尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）　●ななおコミュニティバス「ぐるっと７」

…JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

至：和倉温泉駅

至：和倉、輪島

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海海道
　（上棚矢駄I.C）

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至
：
氷
見
、
高
岡

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海道
　（上棚矢駄I.C）

小丸山小学校
JR七尾駅 至

：
能
越
自
動
車
道

　 

（
七
尾
城
山
I.C
）

能登食祭市場

七尾市役所
小丸山城趾公園

総合市民
体育館

能登総合病院

小丸山南七尾美術館前

小島西部

藤野町北

小丸山

国分

城山

川原町

能登病院口

七尾城山I.C口

２

石川県
七尾美術館
石川県
七尾美術館

七 尾 湾

159

249 249

160

P割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの

「FREESPOT」をご利用頂けます。

■ ■ ■
■

■
■
■

■
■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■
■

■
■

■
■

　平成29年4月22日（土）～5月28日（日） 〈会期中無休〉

平成24年度 春の展覧会予定

※左記のほかにも友の会会員限定の催し、特典が
ございます。４月からご活用いただけるよう、お
早目のご入会をお待ちいたしております。

平成29年度　石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内
　新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。現在会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込みください。
お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意ください。
★入会手続き★　①受付開始　３月１日(水)から【年度会費1,000円】※1

　　　　　　　　②受付場所　当館受付カウンターまたは郵便受付※2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（郵便振替用紙をご利用ください）
　※１　会員証は美術館だより第89号（春号・2017年４月１日発行予定）と一緒にお送りします。
　※２　郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項《会員の区別(更新･新規･元会員)･郵便番号・
　　　　住所･電話番号･氏名》をご記入のうえ､会費を添えて最寄りの郵便局窓口へお出しください。
　　　　払込手数料（130円）は恐縮ですがご負担ください。

　　　　　　　　　　　郵便振替口座番号　００７１０―０―５０７９５
　　　　　　　　　　　加入者名　　　　　石川県七尾美術館　友の会

★友の会特典★
 その１  当館主催展覧会の観覧料が割引になります。
 その２  情報満載｢美術館だより｣をお送りします。（年度内４回発行)
 その３  相互割引提携館主催の展覧会観覧料が割引になります。（会員本人のみ）
 その４  特別企画展開会式･内覧会にご招待します。（無料）
 その５  販売グッズが割引になります。（一部除く）　　　　
 その６  喫茶室利用代金が10％割引になります。（10円未満切捨）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

◆第１・2・3展示室

「長谷川等伯展　～天才絵仏師、みやこを目指す！～」
　当館で毎年開催している、能登国七尾出身の絵師・長谷川等伯（1539 ～ 1610）のシリー
ズ展です。22回目となる今回は、まず絵仏師としての等伯の活躍を紹介、また京都で
活躍する上で欠かすことのできない本法寺と、その塔頭・教行院の人脈にも注目、さ
らに晩年水墨画の魅力も紹介します。当館初公開となる仏画や「複製松林図屏風」な
どの参考展示を含め、約30点をご覧ください。

重
要
文
化
財
「
日
堯
上
人
像
」

長
谷
川
信
春（
等
伯
）

京
都
市
・
本
法
寺
蔵

※
前
期
展
示
。

「
近
代
日
本
画
家
色
紙
画
帖
」
よ
り（
部
分
）　

平
福
百
穂

（
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

「
十
六
羅
漢
図
屏
風
」（
右
隻
）

長
谷
川
等
伯

京
都
市
・
智
積
院
蔵

　 平成29年度
　 石川県七尾美術館 友の会会員証


